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本
連
載
は
、
東
南
ア
ジ
ア
古
代
史

を
ベ
ー
ス
に
置
き
つ
つ
、
濃
尾
地
域

に
展
開
す
る
古
神
社
や
遺
跡
の
分
布

に
重
点
を
置
い
て
、
伝
説
・
伝
承
な

ど
を
加
味
し
な
が
ら
濃
尾
地
域
の
古

代
像
を
探
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

本
質
的
な
点
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
語

ら
れ
て
い
な
い
当
地
域
と
出
雲
、
そ

し
て
そ
の
王
家
（
大
国
主
）
の
系
譜

と
し
て
考
え
ら
れ
る
蘇
我
氏
と
の
関

係
に
つ
い
て
触
れ
て
き
ま
し
た
。

　
前
者
に
つ
い
て
要
点
を
述
べ
れ

ば
、尾
張
国
一
宮
の
真
清
田
神
社（
一

宮
市
）
や
尾
張
総
社
国
府
宮
（
稲
沢

市
）、
そ
し
て
全
国
天
王
総
本
社
島

津
神
社
（
摂
・
末
社
に
多
く
の
古
社

有
）、
そ
の
他
星
宮
神
社
（
名
古
屋

市
南
区
本
星
崎
）
な
ど
の
古
神
社
に

お
い
て
、
こ
と
ご
と
く
出
雲
の
代
表

神
と
さ
れ
て
い
る
ス
サ
ノ
オ
神
系
譜

の
祭
神
を
祭
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

神
社
的
視
点
に
立
て
ば
一
見
し
て
明

ら
か
で
す
。

　
次
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
ス
サ
ノ

オ
長
子
神
の
フ
ル
ネ
ー
ム
神
名
が
、

「
蘇
我
」
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟

留
比
古
夜
斯
朝
斯
奴
（
八
束
水
臣
津

野
命
）
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
栗

鹿
大
明
神
元
記
）
が
ま
さ
に
正
鵠
を

射
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
蘇

我
」
が
、
須
賀
（
＝
須
佐
）
由
縁
で

あ
る
事
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
。

　
か
つ
て
尾
張
在
住
の
面
々
で
丹
後

籠
神
社
を
正
式
に
参
拝
し
た
折
、
海

部
穀
定
宮
司
が
直
々
に
出
迎
え
て
く

だ
さ
り
、
い
み
じ
く
も
「
尾
張
は
兄

弟
族
」
と
語
っ
て
、
奥
宮
他
各
所
を

情
熱
的
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
事

が
、私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

 

尾
張
屯
倉
を

 

蘇
我
氏
が
管
轄
す
る
背
景

　
ス
サ
ノ
オ
夫
婦
と
そ
の
子
を
祭
る

日
本
初
之
宮
須
我
神
社
の
地
（
雲
南

市
大
東
町
須
賀
）
は
、
原
出
雲
族
が

最
初
の
大
国
主
と
す
る
須
賀
之
八
箇

耳
命
の
拠
点
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん

も
「
蘇
我
」
が
同
命
や
濃
尾
地
域
に

お
い
て
多
く
祭
ら
れ
て
い
る
出
雲
神

ス
サ
ノ
オ
と
深
縁
で
あ
る
と
い
う
印

象
を
持
た
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
尾
張
に
は
宣
化
朝
に

お
い
て
蘇
我
稲
目
が
関
わ
っ
た
入

鹿
・
間
敷
両
屯
倉
が
あ
っ
た
わ
け
で

濃尾探
当
照在野一生

そ
の
二
十
九

　
　
　
　
　
　
濃
尾
は　ナガラ（海人国）
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す
が
、
稲
目
が
統
治
し
た
の
も
こ
の

よ
う
な
出
雲
・
蘇
我
と
尾
張
の
神
話

期
頃
か
ら
の
深
い
関
係
性
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
思
え
ば
、
ご
く
自
然
な

成
り
行
き
と
し
て
理
解
で
き
る
と
い

う
事
を
本
稿
で
改
め
て
強
調
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栗
鹿
大
明
神
元
記
に
登
場
す
る

「
蘇
我
」
神
名
が
日
本
書
紀
な
ど
で

は
通
常
「
清
」
と
表
記
さ
れ
る
事
か

ら
、
清
田
・
清
原
・
清
須
な
ど
と
い

う
「
清
」
名
称
も
蛇
族
王
須
賀
之
八

箇
命
（
→
蘇
我
氏
）
と
の
関
係
性
に

お
い
て
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
も
の

で
す
。
ち
な
み
に
八
岐
大
蛇
族
の
採

鉱
中
心
地
と
さ
れ
る
雲
南
市
大
東
町

清
田
に
は
西
利
太
神
社
（
祭
神
金
山

比
古
）
が
あ
り
ま
す
。
少
々
余
談
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
八
岐
大
蛇
族
古

代
産
鉄
中
心
地
で
あ
る
「
セ
リ
タ
」

は
、
徳
川
家
が
後
裔
を
称
す
る
「
世

良
田
」
氏
に
通
じ
ま
す
。
徳
川
氏
の

古
代
祖
先
を
探
鉱
族
と
想
定
す
る

と
、
御
三
家
が
金
属
資
源
豊
富
な
紀

伊
（
水
銀
）、水
戸
（
銅
）、尾
張
（
鉄
）

に
配
置
さ
れ
た
の
は
偶
然
と
は
思
え

な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家

康
は
忍
者
を
重
用
し
ま
し
た
が
、
そ

の
衣
裳
が
古
代
製
鉄
集
団
長
の
村
下

装
束
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
も

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
尾
張
で
は
清
須
市
周
辺
域
に
目
が

止
ま
り
ま
す
。
同
市
西
域
は
特
に
弥

生
以
降
に
お
け
る
海
洋
（
蛇
）
族
の

展
開
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
遺
跡
や
文

化
財
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

清
洲
東
イ
ン
タ
ー
周
囲
に
は
最
大
級

の
弥
生
集
落
跡
で
あ
る
海
洋
色
濃
厚

な
朝
日
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。「
朝
日
」

が
尾
張
氏
祖
神
天
火
明
命
を
祭
る

籠
神
社
祭
神
豊
受
大
神
の
別
名
で
あ

り
、
古
代
産
鉄
地
に
よ
く
あ
る
名
称

で
あ
る
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
西
隣

に
は
尾
張
連
の
根
拠
地
と
も
い
わ
れ

「
ソ
ガ
」
の
意
味
を
有
す
る
「
日
下
」

部
地
区
が
あ
っ
て
、
そ
の
北
に
は
海

洋
族
信
仰
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
磐

座
（
環
状
列
石
）
が
あ
る
尾
張
大
国

主
霊
神
社
（
国
府
宮
）
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
神
話
を
み
る
と
渡
来
神
ス
サ

ノ
オ
勢
力
が
中
心
的
蛇
族
に
融
合
し

た
と
み
る
事
も
で
き
ま
す
が
、
清
須

南
西
の
海
部
郡
蟹
江
町
の
ス
サ
ノ
オ

色
濃
厚
な
須
成
天
王
祭
で
は
、
砂
を

採
り
、
多
度
大
社
の
小
石
を
拾
い
、

葭
苅
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

異
な
る
素
材
で
製
鉄
す
る
三
族
が
禊

を
し
て
同
族
化
す
る
儀
式
の
よ
う
に

私
の
目
に
は
映
り
ま
す
。

　
美
濃
地
方
に
目
を
転
じ
る
と
、
美

濃
国
一
宮
南
宮
大
社
で
は
先
述
の
西

利
太
神
社
同
様
金
山
彦
を
祭
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
同
大
社
は
、
出
雲
系

蛇
神
諏
訪
神
社
の
中
之
宮
と
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
同
国
二
宮

伊
富
岐
神
社
の
祭
神
も
蛇
神
と
さ
れ

ス
サ
ノ
オ
も
祭
っ
て
い
ま
す
。
辺
り

は
南
方
系
製
鉄
素
材
で
あ
る
赤
鉄
鉱

と
融
剤
の
石
灰
が
豊
富
で
す
。

濃
尾
は
海
人
国
＝
「
ナ
ガ
ラ
」

　
こ
の
よ
う
に
濃
尾
一
帯
は
、
本
質

的
に
原
出
雲
族
同
様
海
洋
（
蛇
）
族

の
土
地
柄
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
南
方

系
製
鉄
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
古

代
イ
ン
ド
に
は
「
ナ
ー
ガ
（
蛇
）」

族
が
展
開
し
、
い
わ
ゆ
る
「
錆
び
な

い
鉄
」
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
法

隆
寺
な
ど
古
代
寺
院
建
築
に
使
わ
れ

た
和
釘
は
、
こ
の
南
方
系
低
温
製
鉄

（
直
接
法
）
の
技
術
的
系
譜
に
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。「
ナ
ー
ガ
」

が
蛇
の
意
で
、「
羅
」「
良
」
で
表
記

さ
れ
る
「
ラ
」
は
通
常
「
国
」
の
意

で
す
か
ら
「
ナ
（
ー
）
ガ
ラ
」
は
即

ち
「
蛇
国
」
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

濃
尾
平
野
の
清
流
長
良
川
、
名
古
屋

市
中
川
区
や
岐
阜
市
そ
し
て
揖
斐
川

町
（
三
輪
神
社
有
）
に
あ
る
「
長
良
」

の
本
質
は
、
南
方
系
海
洋
性
族
進
出

地
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
弥
生
期

以
降
こ
の
川
の
流
域
に
沿
っ
て
開
拓

が
進
ん
で
い
っ
た
事
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
ま
す
。

  

＊
著
者
プ
ロ
フ

ル

在
野
一
生
（
あ
り
の
い

せ
い
）

作
家
、
地
方
史
家
。
東
北
ア
ジ

ア
史
を
ベ

ス
に
お
い
て
濃
尾
平

野
の
古
代
像
を
探
る
。
遺
跡
の
存

在
や
分
布
を
重
視
し
つ
つ
、
記
紀

等
各
種
神
話
、
地
域
伝
承
、
神
社

由
緒
、
古
史
古
伝
な
ど
も
視
野
に

入
れ
、
民
俗
学
的
視
点
も
取
り
入

れ
て
考
証
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取

て
い
る
。
古
代
産
鉄
貿
易
国
家
で

あ
る
伽
耶
に
強
い
関
心
を
持
つ
。


